
 

令和元年 11月 19日 日本医師会第 8回理事会にて承認 

「学校保健を通して児童生徒等の健康と安全を守る」 

日本医師会宣言 
―日本医師会は、学校医をはじめ学校保健関係者と共に取り組みます― 

急速に進行する少子高齢化や高度情報化など社会環境の変化により児童生徒

等を取り巻く環境も大きく変貌し、学校保健の重要性がますます高まっていま

す。 

平成 30年 12月に成立した成育基本法の理念を踏まえ、次世代を担う児童生

徒等の心身の健やかな成長を目的に「『学校保健を通して児童生徒等の健康と

安全を守る』日本医師会宣言」を行います。 

日本医師会は、学校保健を通して児童生徒等の健康と安全を守るために 

以下の施策に取り組みます。 

Ⅰ．健康教育の推進に努めます。 

Ⅱ．保健管理※1の適切な実施に取り組みます。 

Ⅲ．新たな健康課題※2に取り組みます。 

Ⅳ．障がいがあっても安心して学べる環境の整備を目指します。 

Ⅴ．児童生徒等の健康と安全を守るため政府等に働きかけます。 

Ⅵ．学校医を中心に学校保健関係者の取り組みを支援します。 

令和元年 11月 

※1 保健管理： 

保健管理は保健教育とともに学校保健の柱である。具体的には、健康診断、健康相談、疾病の

予防と管理、学校環境衛生の維持・改善等が含まれる。 

※2 新たな健康課題： 

従来からの健康課題に加えて、肥満・痩身、生活習慣の乱れ、アレルギー疾患の増加、性に関

する問題、ネット・スマホ等のメディア接触、メンタルヘルスの問題、いじめ、不登校等の多

様な課題のこと。 


